
Press Release

【本件に関するお問い合わせ先】
日本社会人アメリカンフットボール協会
TEL:03-6455-5272 FAX：03-6455-5271
渡部滋之・今井善教・生澤浩

報道関係各位

日本選手権ライスボウルに向けてX1 Super4強が出そろう！
12月12日にセミファイナルで激突

日本社会人アメリカンフットボールリーグ協会が主催するXリーグのトップカテゴリー「X1 
Super」は11月28日にレギュラーシーズンの全日程を終了し、12月12日(日)に行われるセミ
ファイナル（ヤンマースタジアム長居、横浜スタジアム）に出場する4チームの顔ぶれがそ
ろった。

1位通過のパナソニックインパルスは8チームによる総当たりのリーグ戦を全勝で終了し、6
年ぶり8度目となるライスボウル出場に向けて戦力を充実させている。セミファイナルで対
戦するのは最終節で東京ガスを破ってポストシーズン出場を決めたIBMビッグブルー（3勝3
敗1分け）だ。大阪市のヤンマースタジアム長居でのこの試合は11時にキックオフを迎える。

リーグ戦2位の富士通フロンティアーズ（6勝1敗）は昨季の優勝チームであるオービック
シーガルズ（5勝2敗、リーグ戦3位）と横浜スタジアム（キックオフ14時）で顔を合わせる。
この両チームは最終節でも対戦しており、富士通が14－13の僅差で勝利した。昨年の社会人
選手権ジャパンXボウルの再戦でもあり、好勝負が期待される。

セミファイナルの勝者は来年1月3日に東京ドームで行われる日本選手権プルデンシャル生命
杯第75回ライスボウルに進出し、そこで日本一を懸けて戦う。

75年の歴史を誇るライスボウルは昨年まで今年度からその試合方式が変更となる。昨年まで
は大学リーグ王者と社会人チャンピオンが対戦していたが、今季からは社会人リーグの優勝
決定戦となる。日本のトップリーグであるXリーグが日本選手権で王座を決定するという、
新たなライスボウルの歴史が幕を開ける。



Xステージ
X1 Super セミファイナル実施概要

試合名称： X1 Superセミファイナル

日時： 2021年12月12 日（日）

対戦カード：第1試合
パナソニックインパルス（リーグ戦1位）対IBMビッグブルー（4 位）
ヤンマースタジアム長居 11:00キックオフ

第2試合
富士通フロンティアーズ（2位）対オービックシーガルズ（3位）
横浜スタジアム 14:00キックオフ

主催： 一般社団法人日本社会人アメリカンフットボール協会

試合形式： １クオーター12 分の 4クオーター制でハーフタイムは15 分間
第４クオーター終了時に同点の場合は「タイブレイクシステム」で勝者を決める。
勝利チームはアメリカンフットボール日本選手権「プルデンシャル生命杯第 75 回
ライスボウル」 (2022年1月3日東京ドーム) に出場する。

配信： Xリーグ TV Powered by Eleven Sports （https://xleaguetv.elevensports.jp/）
で有料ライブ配信および見逃し配信

テレビ放送：CSスポーツチャンネル「 GAORA SPORTS 」で後日放送
パナソニック対IBM 12 月 21 日（火） 22：30～25：00
富士通対オービック 12 月 22 日（水） 22：30～25：00

チケット情報

席種: 第1試合（ヤンマースタジアム長居）のパナソニック（バックスタンド側)対IBM
（メインスタンド側)は「ブロック指定」
第2試合（横浜スタジアム）の富士通（三塁側）対オービック（一塁側）は「全席
指定」

販売方法： チケット販売webサイト「Xリーグチケット」（https://xleague.tstar.jp/）
での取り扱い

販売開始日: 前売券：12月6日（月）各試合のキックオフ時間
当日券：12月12日（日）0:00～
＊試合会場での当日窓口販売は実施いたしません。

価格： 前売券：2,000円 当日券：2,500円 小学生以下：1,000円

その他： チケットの購入方法については「Xリーグチケットマニュアル」
（https://xleague.jp/news/16127）を参照のこと。
リーグチケットは手数料110円と消費税10%を含んだ金額。
同伴者の膝の上に座る場合に限り、大人1名につき、小学生以下1名まで入場可能。
チケット購入後に、試合中止が決定した場合は払い戻しをする。



６年ぶり８回目のライスボウ
ル出場を目指すパナソニック
インパルスは多くの新人選手
が入部して今シーズンを迎え、
そのルーキーたちが荒木延祥
監督も高く評価するほどの活
躍を見せた。

WRブレナン翼（早稲田大）、
LB青根奨太（関西大）は
レギュラーシーズン中にそれ
ぞれXリーグの週間MVPにも輝いた。

今季は第３節終了まで１試合平均53.3点を記録して圧倒的な試合展開をし、
オービック、富士通と対戦した終盤はLBジャボリー・ウィリアムスやDB辻篤
志らに代表される堅いディフェンスでチームに勝利をもたらした。

対するIBM BIG BLUEはQB政本悠紀を中心としたパスオフェンスが強力だ。政本
は今季からケビン・クラフトがHCに専念することになったため、正QBとして
7試合を戦った。パスターゲットになるのはTEジョン・スタントン、WR白根
滉、新加入WRのジェイソン・スミスらだ。シーズン後半からは欧州プロリー
グでプレーしていたWR近江克仁が参戦し、パスオフェンスが厚みを増した。

パナソニックとIBMは今季第3節で顔を合わせ、この時はパナソニックが65－
17で勝っている。それから2か月を経た再戦はパナソニックのパスラッシュ対
IBMパスオフェンスというマッチアップが期待できる。

パナソニック対IBM戦の見どころ

直近5回の対戦成績

21/10/3 〇パナソニック 65-17 ●IBM

19/9/23 ○パナソニック 42-28 ●IBM

18/11/25 ●パナソニック 17-24  ○IBM

17/11/26 ●パナソニック 24-31 ○IBM

13/11/2 ○パナソニック 55-24 ●IBM



注目選手

パナソニックインパルス

RBミッチェルビクタージャモー：エースRBと
してチームトップの315ヤードと5TDを記録。
スピードとボディバランスの良さが武器。
173センチ、79キロ。日本人の母を持ち、横
浜出身。

WRブレナン翼：新人選手ながらパスオフェ
ンスの中心選手に成長。卓抜したジャンプ力
で高いパスも難なくキャッチする。第2節の
ノジマ相模原戦ではダイナミックなワンハン
ドキャッチを見せて週間MVPに選ばれた。
184センチ、82キロ。

LBジャボリー・ウィリアムス：パワーとス
ピードを駆使したパスラッシュで相手QBにプ
レッシャーをかける。今季は3回のQBサック
でX1 Superで2位にランクされた。183センチ、
111キロ。ヘルメットの後ろからはみ出る長
髪が特徴。第2節ディフェンス週間MVP受賞。

DB辻篤志：新人が活躍するパナソニックの中
で負けじと活躍する35歳のベテランDB。全勝
対決となった第5節のオービック戦では3回の
パスカットで勝利に貢献し、週間MVPを受賞
した。174センチ、88キロ。



直近の11年の日本選手権のう
ち10回でこの両チームのどち
らかが制している。しかも、
2010年度から2013年度まで日
本一に君臨したオービックか
ら王座を奪って初優勝したの
が2014年の富士通。その富士
通が前人未到の日本選手権5
連覇を目指した昨年にそれを
阻止して7年ぶりに王座を奪還
したのがオービックだった。

この2チームの間で社会人王座が争われたのは昨年も含め過去に5回あり、
オービックの4勝1敗（リクルート時代を含む）だ。

この2チームの対戦はレギュラーシーズン最終戦に続き2節連続となる。前回
対戦（第7節）は富士通が14-13で勝利したが、14日ぶりの再戦はまた違った
戦いになる。今季の富士通は今年から正QBとなった高木翼を中心としたパス
オフェンスとRBトラショーン・ニクソンを軸とした強力なランニングアタッ
クが武器だ。レシーバー陣も豊富で高い得点力を誇る。

オービックは対照的に堅固なディフェンスがチームを支えてきた。レギュ
ラーシーズン中はノジマ相模原と東京ガス戦で連続完封勝利をマークした。
DL佐藤将貴やLB成瀬圭汰のスピードある守備はQBにプレッシャーをかけ、パ
スディフェンスではDB久保颯の2インターセプトを筆頭に5人の選手がピック
オフを記録している。富士通のオフェンス対オービックのディフェンスとい
うマッチアップが試合のカギを握る。

富士通対オービック戦の見どころ

直近5回の対戦成績

21/11/28 〇富士通 14－13 ○オービック

20/12/15 ●富士通 7-14 ○オービック

19/11/17 ○富士通 16-15 ●オービック

18/10/07 ○富士通 31-29 ●オービック

18/11/25 ○富士通 13-11 ●オービック



注目選手

オービックシーガルズ

QBジミー・ロックレイ：オービックに移籍し
て2年目のシーズン。シーズン序盤は盟友TE
ホールデン・ハフとのホットラインでTDを量
産した。ホフが故障欠場の間はWR西村有斗
や水野太郎らにパスを回し、オフェンスをけ
ん引してきた。188センチ、93キロ。

C庄島辰尭：大学時代はNCAAのUCLAでプレー
をしたOLのアンカーマン。サイドラインでも
頻繁にQBロックレイと会話をしてコミュニ
ケーションをとる。ランブロック、パスプロ
テクションともに本場仕込みの実力派だ。
188センチ、135キロ。

LB成瀬圭汰：名古屋大学の出身で2017年にト
ライアウトを受けてオービックに入団。入団
当初はRBだったが、昨年からLBに転向した。
昨年のパナソニックとの激戦では試合時間残
り1分という場面で値千金のファンブルリカ
バーをして勝利に貢献した。今季もディフェ
ンスの中心選手として活躍。第3節のディ
フェンス週間MVP。179センチ、100キロ。

DB久保颯：今季2つのインターセプトを記録。
長身を生かしてパスディフェンスで貢献する。
今年は一回りサイズアップしてフィジカル面
でも強くなってプレーする。


